
R５年度の「全国学力・学習状況調査」が4月1８日に実施されましたが、その結果の集計・分
析についてお知らせします。

６年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度

国語 川崎小 ６１．０％ ６１．４％
三重県 ６７．０％ ６４．５％

全 国 ６７．２％ ６５．６％

６年生 Ｒ５年度 Ｒ４年度

算数 川崎小 ５０．０％ ６０．６％

三重県 ６２．０％ ６２．２％

全 国 ６２．５％ ６３．２％

教科に関する調査の結果 【平均正答率（％）】

％ 全国の平均正答率を下回ったもの

国語 問題別に分析してみると・・・・
【正答率が高かった内容】
〇目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる。

（川崎小7５．６％、全国7０．２％）
〇漢字【きかん→期間】を文の中で正しく使う。 （川崎小7３．１％、全国７２．６％）

【正答率が低かった内容】
▲図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる。

（川崎小１９．２％、全国２６．７％）
△漢字【いがい→意外】を文の中で正しく使う。 （川崎小２８．２％、全国５２．８％）
△日常よく使われる敬語を理解している。（川崎小４８．７％ 全国５７．６％）
△目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけることができる

（川崎小５５．１％、全国6７．４％）
△必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えることがで
きる。 （川崎小6４．１％、全国７４．０％）

一方で、問題の無回答率（答えを書かず、空白のままで提出している割合）は、ほぼすべての問題で全
国平均を下回っており、問題に取り組もうという姿勢は感じられました。
ただし、テストの後のアンケートで、問題を解くにあたって「時間が余った」と答えている川崎小の子は、５
２．４％(全国平均は２９．３％）にのぼり、時間が余って余裕があった？にもかかわらず、正しい答えを見つけ
られなかった様子が想像できます。粘り強く、正しい答えを見い出そうと考え直す姿勢が足らなかったので
はないかと推察します。

全国学力・学習状況調査とは・・・
全国の６年生を対象に実施されています。教科に関する調査は、国語、算数の２教科で実施されました。前

学年までに学習した内容が出題され、５年生までに学習したことの定着度を測ります。各教科４５分で取り組
みます。また、生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（アンケート）もあります。

Ｒ５年度の結果をR４年度と
比較して表にしました。全国の
結果と比べてみると、Ｒ５年度は、
国語で６．２ポイント、算数で１２．
５ポイント下回っています。年度
によって、問題や受験者が異な
るために一概には比較できませ
んが、全国平均に対して有意に
定着の弱さが見受けられます。

≪９月児童会目標 時間を守ろう ≫

NO.１０ 令和５年９月29日
校長 西口 昌毅



国語で見えてきた課題

国語

グラフとカード④の、それぞれからわかることを問題点としてまとめ、さらに、その解決方法を
カード⑤をもとにして書くという記述問題です。グラフの読み取りや、カードに書かれていることを
理解することに加え、前後の文章にうまく挿入できるような表現で60字以上100字以内の文章
に整えること、また、接続語を適切に使うことなど、様々な力が必要となる問題です。
問われていることを理解して、条件に合わせて、書くべきことをもらさずに記述することに課題
が見られます。
また、他の問題も含め、全体的に問題文が長文であったり、いろいろな情報がたくさん並んで
いたりする中で、その内容を理解して、問われていることに対して適切な個所や言葉を見つける
ことが苦手なようです。

特に正答率が低かった▲の問題から

小６国語１二の正答
率

川崎小 19.2

全国 26.7

【正答】

グラフから分かるように、学校の田んぼでは雑草が増え続けてい
たため、雑草に栄養をとられて収穫が減ってしまうかもしれないと
いう問題点がありました。そこで、雑草取りの回数と人数を増やす
ことにしました。



算数で見えてきた課題

この問題も、答えを選択したあと、その理由を説明する記述問題です。その
前に、テープの幅はどこも同じであること、そのテープの幅が２つの三角形の
高さになることに気付く必要があります。また、三角形の面積を求める公式が
わかり、底辺がどれかを見抜く必要もあります。ただ、面積を求める際に不要
な数値も書かれていて惑わされる子どももいるかも。やはり、公式が正しく使
えることや、数字や算数用語を使って文で説明する力が必要です。

算数

算数 問題別に分析してみると・・・・
【正答率が高かった内容】
〇伴って変わる二つの数量について、表から変化の特徴を読み取り、表の中の知りたい数を求めることが
できる。（川崎小８７．２％、全国９３．５％）
【正答率が低かった内容】
▲高さが等しい三角形について底辺と面積の関係をもとに、面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を
（川崎小２．６％、全国２０．８％）
△正三角形の意味や性質を理解している。 （川崎小１０．３％、全国２４．９％）
△百分率で表された割合を理解している。（川崎小３２．１％、全国４６.０％）
△示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や乗法を用いて、求め方と答えを式や言葉を用いて記
述し、その結果から条件に当てはまるかどうかを判断できる。（川崎小３５．９％ 全国５６．７％）
△示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだした違いを言葉と数を用いて
記述できる（川崎小３８．５％ 全国５６．２％）
△2位数÷1位数の筆算について、図をもとに各段階の商の意味を考えることができる。（川崎小３９．７％
全国４７．６％）

算数はどの問題も全国平均を下回り、その差が、１０～２０ポイントも開いている問題が多数見受けられま
した。学習指導要領における「数と計算」「図形」「変化と関係」「データの活用」の4つの領域から出題され
ていますが、いずれの領域も定着が不十分です。また、全国平均との差が大きく開いている問題に注目する
と、全国的に子どもたちが苦手とする記述問題が、川崎小の子どもたちにとっても大きな課題（問題文を正
確に読み取り、条件に合うように記述や選択をすることが苦手）であることに加え、どちらかといえば、ごく基
本的で、例年多くの子が正解できるであろうはずの問題（小数のかけ算の筆算や、小数のたし算の筆算な
どの、いわゆる計算問題など）で、川崎小の子どもたちがつまずいている傾向があります。また、無回答率も、
国語に比べて高めな傾向が見られました。
テストの後のアンケートで、問題を解くにあたって「時間が余った」と答えている川崎小の子は、５３．７％
(全国平均は６１．７％）にのぼり、時間が余るわりに点数がとれなかったことは、国語と同様に、粘り強く、正し
い答えを見い出そうと考え直す姿勢が足らなかったのではないかと推察します。

特に正答率が低
かった▲の問題から

小６算数１二の正答
率

川崎小 2.6

全国 20.8

【正答】 ３

三角形の面積は、

底辺×高さ÷２で求
めることができる。

お と か の底辺は、
どちらも３．２ｃｍで等
しい。高さは、テープ
の幅がどこも同じ長
さなので等しい。だ
から、お と か の
面積は等しい。



Ｒ５年度も、生活習慣や学習環境等に関することを問う「児童質問紙」の調査がありました。Ｒ４年度も同様の調査があ
り、質問項目が若干変更されているものもありますが、昨年度と比較しながら、特に顕著な傾向があるものを表にしました。
数値は、「当てはまる」または「どちらかと言えば当てはまる」を選んだ子どもたちの割合です。
（表の―の部分はデータがないもの）
％ 全国平均・県平均を上回ったもの ％全国平均・県平均を下回ったもの

経年で上がっているもの（５ポイント以上） 経年で下がっているもの（５ポイント以上）

【豊かな人間性（自己有用感 地域への関心
等）に関すること】

家で自分で計画を立て
て勉強をしている。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ６５．９％ ６５．８％
三重県 ６８．７％ ６９．５％
全 国 ７０．７％ ７１．１％

朝食を毎日食べている。 Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８５．４％ ９３．４％
三重県 ９３．６％ ９４．３％
全 国 ９３．９％ ９４．４％

毎日同じくらいの時刻に
起きる。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９１．５％ ８９．５％
三重県 ９０．７％ ９０．５％
全 国 ９０．５％ ９０．４％

毎日同じくらいの時刻に
寝る。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８０．５％ ８０．２％
三重県 ８０．１％ ８０．７％
全 国 ８１．０％ ８１．５％

【生活習慣・学習習慣に関すること】

将来の夢や目標をもっ
ている。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８０．５％ ８５．５％
三重県 ８０．６％ ７８．３％
全 国 ８１．５％ ７９．８％

自分には、よいところが
あると思う。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８６．６％ ７９．０％
三重県 ８１．９％ ７７．９％
全 国 ８３．５％ ７９．３％

いじめはどんな理由が
あってもいけない。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９８．８％ ９６．１％
三重県 ９７．４％ ９７．１％
全 国 ９６．９％ ９６．８％

人が困っていたら進ん
で助けている。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９６．３％ ８５．６％
三重県 ９２．３％ ８９．９％

全 国 ９１．６％ ８８．９％

人の役に立つ人間にな
りたいと思う。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９８．８％ ９４．７％
三重県 ９６．１％ ９４．９％
全 国 ９５．９％ ９５．１％

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たり1時間以上、
勉強をする。（塾や家庭
教師も含む）

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ４０．２％ ５５．３％
三重県 ５４．０％ ５６．５％
全 国 ５７．１％ ５９．４％

普段（月曜日～金曜日）
1日あたり30分以上、読
書をする。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ２４．４％ ３６．８％
三重県 ３４．２％ ３４．０％
全 国 ３７．３％ ３６．４％

起きる時刻、
寝る時刻につい
ては、おおむね全
国・県並みです
が、朝ごはんにつ
いては、毎日食
べている子が目
立って少ないで
す。1日の学習や
活動において、
朝食は重要です。
ぜひ、朝食の習
慣づけをお願い
します。

家庭学習の時間は、有意に少ない結果です。この学年の子どもた
ちは、確か昨年度5年生の時も、家庭でのゲームの時間が長く、学習
時間は少ない傾向にありました。要改善です。また、自分で計画を立
てて勉強することも、全国・県に及ばず。今後も自主学習の奨励を続
けます。「家庭学習の手引き」にありますように、宿題30分+自主学
習（学年×10分）を目安に、家庭での声かけをお願いします。

多くの子どもた
ちが、「いじめを
許さない心」をも
ち、「人の役に立
ちたい」と考えて
います。また、
「困っている人を
進んで助けてい
る」ようです。うれ
しい限りです。

読書の時間も
少ない傾向に。図
書館に通う頻度は
週に1～4回以上
と、全国・県に比
べても高めなので
すが・・・。読書好
きの子がもっと増
えてほしいです。
川崎小では1年
間一人100冊借
りて読むことを目
標にしています。
是非ご家庭でも
「読書の秋」を。

友達関係に満足してい
る

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９３．９％ ―
三重県 ９０．３％ ―
全 国 ９０．３％ ―

先生は良いところを認め
てくれている。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９６．４％ ９２．１％
三重県 ８９．８％ ８７．０％
全 国 ８９．８％ ８７．１％

読書が好き。 Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ６４．７％ ７９．０％
三重県 ７０．１％ ７２．５％
全 国 ７１．８％ ７３．１％

将来の夢や目標をもつことについては、全国・県並
みでした。昨年度と比べても、また、この子たちが5年
生の時と比べても（5年生時は８６．５％）、下がってい
るのが残念。

自己肯定感につ
いては、昨年度と比
べても、またこの子た
ちが5年生の時と比
べても（5年生時は８
２．１％）、上昇してい
ます。また、先生から
の認められ感も高い
ようです。これからも、
みんなで認め合える
集団づくりを大切に
していきます。

普段の生活の中で、「幸
せな気持ち」になること
が、よくある。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ６１．０％ ―
三重県 ５０．７％ ―
全 国 ４９．９％ ―

新しい質問項
目もありました。
「友達満足度」
や「幸せな気持
ち」に関する問
いです。全国・県
よりは多いです
が、肯定的に答
えられなかった
子どもたちも一
定数いることを
心に留めておく
べきだと考えて
います。



友達との話し合い活動
で自分の考えを深めた
り、広げたりすることがで
きていると思う。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７９．３％ ８４．２％
三重県 ８１．４％ ７８．６％
全 国 ８１．８％ ８０．１％国語の勉強は好き。 Ｒ５年度

６年生
Ｒ４年度
６年生

川崎小 ６２．２％ ５４．０％
三重県 ５７．２％ ５７．５％
全 国 ６１．５％ ５９．２％

5年生までに受けた授業
では、課題の解決に向
けて、自分で考え、自分
から取り組んでいた。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７８．０％ ８２．９％
三重県 ７９．１％ ７７．６％
全 国 ７８．８％ ７７．３％

算数の勉強は好き。 Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ５４．９％ ６１．８％
三重県 ６２．０％ ６３．２％
全 国 ６１．４％ ６２．５％

自分の考えを発表する
とき、うまく伝わるよう工
夫している。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ５８．５％ ５５．２％
三重県 ６３．０％ ６３．６％
全 国 ６３．７％ ６５．４％

学校へ行くのは楽しい。 Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８７．８％ ８６．８％
三重県 ８４．０％ ８５．０％
全 国 ８５．３％ ８５．４％

【学校生活、授業等の教育活動に関すること】

算数の授業内容はよく
わかる。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７５．６％ ８０．２％
三重県 ８３．３％ ８２．３％
全 国 ８１．２％ ８１．２％

国語の授業内容はよく
わかる。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８２．９％ ８１．６％
三重県 ８６．１％ ８４．３％
全 国 ８５．７％ ８４．０％

先生はわかるまで教えて
くれる。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ９５．２％ ―
三重県 ９４．３％ ―
全 国 ９３．０％ ―

学級生活をよりよくする
ために学級会で話し合
い、互いの意見の良さを
生かして解決方法を決
めている。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ８６．６％ ６１．８％
三重県 ７３．８％ ６８．８％
全 国 ７７．２％ ７３．５％

総合的な学習では、自
分で課題を立てて情報
を集め、調べたことを発
表する活動に取り組ん
でいると思う。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７４．３％ ７６．３％
三重県 ６６．７％ ６４．５％
全 国 ７４．８％ ７２．７％

自分と違う意見につい
て考えるのは楽しい。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７９．３％ ６８．４％
三重県 ７６．３％ ７３．１％
全 国 ７６．５％ ７３．５％

学校が楽しい
のが何よりです。
全国・県を少し上
回っています。
ただし、楽しくな
いと感じている子
どももおり、今後
も居心地の良い
学校づくり・学級
づくりを強く意識
する必要がありま
す。

算数が好きな
子がかなり減少。
算数の授業理解
度も下がっていま
す。子どもたちが
興味をもち、わか
りやすい授業の工
夫が必要です。

国語が好きな子
は、増加傾向に。
国や県をちょっぴ
り追い抜きました。
ただし、昨年5年生
時は約7割の子が
好きと答えていま
した。また、国語の
理解度は、全国・
県と比べるとやや
少ないです。引き
続き、意欲的に取
り組めるような言
語活動の工夫が
必要です。

この項目は昨年度比で減少。全国・県並みの結果でした。課題を
見つけ、それを解決するという学習活動は、どの教科でも重要視さ
れることです。そのための知識や技能、情報の集め方や分析の仕方、
そして人と話し合うことや自分の考えを作り上げていくことができる
ような力がつくよう、今後も様々な場面を設定していきたいと思いま
す。

話し合い活動
により学びが深
まることこそが、
集団で学ぶこと
の良さの一つだ
と思います。その
良さをもっと子ど
もたちに感じさせ
るような場面づく
りが必要です。た
だし、友達と討論
したり、議論した
りすることに楽し
さを感じている子
が増えていること
は良い傾向だと
考えています。

英語の勉強は好き。 Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ６１．０％ ―
三重県 ６８．６％ ―
全 国 ６９．３％ ―

発表の際の工夫に関しては、まだまだ全国・
県には追いつかず。しかし、学級会など、自分
たちの生活をよりよくするための話し合い活動
については、大きい伸びが感じられます。教科
学習の場面はもちろんですが、生活の中で課
題を見つけ、対話の中から解決を目指す場面
を意図的に作っていくことに引き続き努めます。

今住んでいる地域の行
事に参加している。

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７９．３％ ７１．１％
三重県 ６４．４％ ５８．３％
全 国 ５７．８％ ５２．７％

地域や社会をよくするた
めに何かしてみたい。
※R４年度の問いは、
「何をすべきか考える。」

Ｒ５年度
６年生

Ｒ４年度
６年生

川崎小 ７８．０％ ３２．９％
三重県 ７７．９％ ５０．２％
全 国 ７６．８％ ５１．３％

総合的な学習の時間については、概ね全国並
みの回答でした。総合的な学習の時間では、今年
度も主に地域関連学習を中心に進め、学校研修
の中心として、先生も子どもとともに研究中です。
川崎には、多くの歴史や文化、地域の人々の活動
などがあります。それらを教材化して、いろいろな
学びにつなげていきたいです。地域の方々や保護
者の方々の協力をいただきながら、これからも、地
域を学び、地域を愛する子どもたちを育てていきた
いと考えています。

地域行事への
参加は、全国・県
と比べて、明らか
に高いです。また、
新型コロナの影
響下においても
少しずつ行事等
の再開が進んで
きたことがあるた
めか、昨年度より
数値が上がって
います。
また、地域や社
会をよくするため
に何かしてみた
いという思いを多
くの子がもってい
ることに頼もしさ
を感じます。今後
も総合的な学習
の時間や生活科
を中心に、地域関
連学習を充実さ
せ、地域を愛する
子どもたちに育っ
てほしいと願って
います。

英語の勉強は、
苦手な子が多いよ
うです。
一方、教科にかか
わらず、「先生はわ
かるまで教えてくれ
る。」と思っている
子は9割以上いま
す。引き続き、子ど
もたちに力をつけ
るべく、丁寧に粘り
強く指導していくこ
とに努めます。


